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公益財団法人イオン環境財団 

 

 

美しい入り江の水と景観を再生する森の植樹活動が最終年をむかえます 

９／１６（日）「ベトナム フエ植樹」を実施いたします 
 

 

 公益財団法人イオン環境財団（理事長 岡田卓也 イオン株式会社名誉会長相談役、以下当財

団）は、９月１６日（日）にベトナム社会主義共和国（以下、ベトナム）フエ省ランコー地区

において「ベトナム フエ植樹」を実施します。 

 

 ベトナムのフエ省は、ベトナムで初めてユネスコ世界遺産に登録された建造物群や世界有数

の美しい白浜の入り江がある風光明媚な景勝地として知られています。その一方で、近年、同

省ランコー地区の森林では、伐採により荒廃が進み、保水力が低下しており、入り江に流れ込

んだ赤土による水質汚濁が環境問題となっています。 

 

 ２０１０年より当財団は、この状況を憂慮する同省の人民政府からの要請を受け、きれいな

水の入り江を取り戻すことを目的に、ランコー地区の森林を再生する３カ年計画の植樹活動に

取り組んできました。これまでに、日本からのボランティアと現地のボランティアの方々１,

０３２名とともに土壌改良の効果があるアカシア６４,０００本を植樹しました。 

このたびの植樹では、両国のボランティア４００名の方々とともにアカシアと地域に自生す

る広葉樹２,０００本の植樹を実施します。計画の最終年となる本年の植樹は、今回を含めて

６,０００本を植える予定です。これにより「ベトナム フエ植樹」で３カ年にわたり植樹する

本数は、合計７０,０００本となります。 

 

 当財団は、水と緑を守っていく活動として、ベトナムのほかに、本年はインドネシア、北海

道むかわ町、山形県南陽市で植樹活動を実施しました。今後は、国内では愛知県知多市、長崎

県南島原市、三重県紀北町、海外では、日中国交正常化４０周年を記念し、これまでに中国万

里の長城に植樹した１００万本の育樹を実施する予定です。 

 当財団による植樹と地域のお客さまとともに店舗の敷地内に植樹をする「イオン ふるさと

の森づくり」を通して植樹した本数は、この度の植樹を含めて累計９７６万本になります。 

 

 イオンは、生物多様性の保全のため、これからも国内外で皆さまとともに木を植えてまいり

ます。 

 

記 

１．日 時：９月１６日（日）８:３０～１０:３０ 

２．場 所：ベトナム社会主義共和国フエ省ランコー地区 

３．植樹本数：２,０００本（本年植樹本数 ６,０００本、最終植樹本数 ７０,０００本） 

４．樹 種：メラワン、カンインビュ、アカシア 

５．植樹面積：２ｈａ（最終植樹面積 ３４ｈａ） 

６．参加人数：日本からのボランティア 約１００名 

       地域のボランティア   約３００名   合計約４００名 

７．主 催：（公財）イオン環境財団、フエ省人民政府 

 

 

 

 



＜ご参考＞ 

【（公財）イオン環境財団について】 

当財団は、平和の追求、人間の尊重、地域への貢献というイオンの基本理念に基づき、   

１９９０年に設立されました。当財団は設立以来、植樹活動や資源の再利用、環境ＮＧＯ・Ｎ

ＰＯの支援、国際会議の実施に取り組んでいます。私たちの緑の地球を次世代に引き継ぐため、

当財団は各事業を通じ、こうした活動を継続的に実施するとともに、生物多様性の保全に取り

組んでまいります。 

 （公財）イオン環境財団ホームページ http://www.aeon.info/ef/ 

 

【ベトナムでの環境・社会貢献活動について】 

 イオンは、植樹活動のほかにも、ベトナムにおいてさまざまな活動を行っています。 

◆学校建設支援事業 

２０００年より、お客さまや従業員から寄せられた募金に、イオンがほぼ同額を拠出し、学

校建設の支援をはじめ、学習に必要な教材の提供や教員の育成プログラムなどの支援を行っ

ています。ベトナムでは、２０１０年より３カ年計画で実施しており、フエ省に現在１５校

を建設しました。さらに１５校を建設すべく募金活動を実施し、お客さまや従業員から寄せ

られた５５７０万円にイオンからの拠出金を加え、１５万米ドルをフエ省に贈呈する予定で

す。 

◆ペットボトルキャップ回収キャンペーン 

このキャンペーンでは、ペットボトルキャップをリサイクル資源として換金し、アジアの途

上国の子どもたちを支援する国際団体に寄付をしています。２００９年より、公益社団法人

セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンを通してベトナムの子どもたちへの栄養給食の支給を支

援しています。 

◆アセアン大学生環境フォーラム 

２０１０年に日本大学生２５名がベトナムを訪問しました。２０１１年には日本、タイ、ベ

トナムの大学生それぞれ３０名がホーチミンで環境をテーマにディスカッションを行いま

した。２０１２年は日本、ベトナム、タイ、インドネシアの約１００名の学生が日本で交流

をする予定です。 

◆イオンスカラシップ 

２０１１年にベトナム国家大学ホーチミン市人文社会科学大学と「人材の採用」「小売の発

展をテーマとした共同研究」「インターンシップの受け入れ」などの取り組みを含めたパー

トナーシップを締結しました。また、同年よりイオンの奨学金制度「イオンスカラシップ」

をスタートし、同大学とホーチミン市教育大学の２校計６０名の学生に奨学金を付与してい

ます。 

 

【ベトナムでの事業活動について】 

 ２００８年より、イオンクレジットサービス株式会社が事業を展開、ミニストップ株式会社

が２０１１年１２月よりフランチャイズ店舗を出店しています。また、２０１１年１０月には

ＡＥＯＮ ＶＩＥＴＮＡＭ ＣＯ.,ＬＴＤを設立し、２０１４年にベトナム１号店となるショッ

ピングセンター「イオン タンフーセラドンショッピングセンター」の開業を目指すなど、グ

ループ一体となってベトナムでの事業展開を進めています。 

 


